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婦人科領域感染症におけるNY-198の 治療効果
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新たなピリドンカルボン酸系の合成抗菌剤であるNY-198を13名 の産婦人科領域の感染症に使用

し,そ の臨床および細菌学的効果 と副作用について検討した。

症例は,子 宮溜膿腫2名,骨 盤腹膜炎2名,産 後の会陰裂傷創感染1名,術 後創感染1名,バ ル ト

リン腺膿瘍7名 であった。これらの感染症に本剤1日 量300mgか ら600mgを1日3～4回 に分けて服用

させた。投与期間は6～18日 間であった。その結果,臨 床効果は著効2例,有 効8例,や や有効2

例,無 効1例 で,有 効率は76.9%で あった。細菌学的効果は,85.7%を 示 した。本剤投与を行なった

全例に自他覚的な副作用および臨床検査値異常の発現は認めなかった。

NY-198は,北 陸製薬株式会社で新規合成された経口

用抗菌剤で,そ の化学構造はFig.1の 如 くキノロンカル

ボン酸を基本骨格に,1位 にエチル基,6位 および8位 に

フッ素原子ならびに7位 に3-メ チル ピペラジノ基を有

する。

本剤は殺菌的に作用 し,Staphylococcus aureus, Entero-

coccus faecalis, Escherichia coli, Klebsielkz, Entero-
bacter, Proteus, Serratia, Pseudomonas aeruginosa,
Haemophilus influenzae, Neisseria gonorrhoeae な ど,
嫌気性菌を含むグラム陽性菌,グ ラム陰性菌に対しても

優れた抗菌力を有する。特に各種実験的マウス感染症に

Fig.1. Chemical structure of NY-198

対する感染防御効果では同系統の薬剤に比較して優れて

いる1,2)。

今回,我 々は産婦人科領域感染症13症 例に本剤を投与

し,そ の臨床効果及び副作用について検討した。

I 対象及び方法

治験対象は,昭 和61年10月 より昭和62年1月 の期間に

炎症性疾患にて入院 した,あ るいは外来で治療を受けた

患者で,16歳 か ら71歳 の13症 例であ り,治 験に際しては

患者の同意を得た上で行なわれた。感染症の内訳は,子

宮溜膿腫2名,骨 髄腹膜炎2名,産 後の会陰裂傷創感染

1名,術 後創感染1名,バ ル トリン腺膿瘍7名 であった。

本剤投与前に他の抗菌剤を投与 していた症例で,い ずれ

も無効であったため本剤を投与 した症例が5例 あった。

投与方法は,本 剤 を1日 量300mgか ら600mgを3～4回

に分けて服用させた。投与期間は6日 から18日 間であっ

た。

臨床効果の判定は,主 要 自他覚症状の消長,臨 床検査

成績の変化などから総合的に判定 した。すなわち,主 要
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Table 2. Laboratory examination results

*:{B:Before

A:After

自他覚症状が3日 以内に著しく改善し,治癒に至った場

合を著効。主要自他覚症状が3日 以内に改善を示し,そ

の後治癒した場合を有効。主要自他覚症状が3日 を経過

しても改善されない場合を無効とした。なお,手術,切

開等の外科的処置を併用した場合は,著 効とはせず,す

べて有効と判定した。

細菌学的効果は,消 失,減 少,不 変,菌 交代および不

明の5段 階で判定した。

II 臨床成績

今回NY-198を 投与して治療をした産婦人科感染症

13例 の治療成績の概要はTable 1の 如 くである。

症例1の 子宮溜膿腫は,子 宮はやや腫大,ダ グラス窩

に腫瘤 も認め,子 宮付属器に圧痛があり,子 宮腔内より

採取した膿様分泌物よりKlebsielL bneumoniae が検

出された。 また白血球増多(12,200),CRP4+と 炎症所

見が強かったので,本 剤1日400mgを 分4で 投与した。10

日後の子宮内容物からはStaphylococcus haemolyticus,

Bacteroides が検出さ礼 細菌学的には菌交代を示した

が,臨 床的には症状が消失し,著 効 と判定した。

症例2の 子宮溜膿腫は,膣 分泌物よりStreptococcus

agalactiae, S. haemolyticus, H. influenzae が検出され
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たが,本剤1日600mg分3の 投与により,3菌 種 とも消失

したが,臨 床的には炎症所見が強 くなり無効と判定した。

症例3,4の 骨盤腹膜炎は,本 剤投与後臨床的にダグ

ラス窩の圧痛および下腹部痛が消失し,い ずれも有効で

あった。

症例5の 会陰裂傷創感染例は,腫 脹,疼 痛 ともに消失

し有効であった。

症例6の 子宮脱術後の創部感染例は,創 部より,Kleb-

sielh oxyytocaが検出さ礼 下腹部痛があり,膿 様帯下が

認めら才しCRP3+と 炎症所見 も認め られたので本剤1

日300mgを 分3で 投与したところ,下 腹部消失,帯 下消

失など臨床的に改善がみら礼 著効と判定した。細菌学

的には菌は消失であった。

症例7～13の バル トリン腺膿瘍7例 中,有 効5例,や

や有効2例 であった。

以上の13症 例における臨床効果は,著 効2例,有 効8

例,や や有効2例,無 効1例 で,有 効率76.9%で あ っ

た。

本剤投与前に使用されていた抗菌剤が無効であった症

例5例 中,本 剤による効果は,有 効3例,や や有効1例,

無効1例 であり,他 剤が無効であった症例に対する有効

率は60%で あつた。

細菌学的効果をみると,8症 例中,消 失6例,菌 交代1

例,不 明1例 で,消 失率は85.7%で あった。

本剤投与によると思われる副作用は全 く認め られなく,

またTable 2に 示す如 く投与前後に実施 した血液像,

肝 ・腎機能検査においても本剤によると思われる異常値

は認められなかった。

III考 察

産婦人科領域の主な感染症は,骨 盤内感染であり,経

口抗菌剤は目的とする女性性器の病巣にも充分な薬剤の

移行が期待 しがたく,ま た,本 領域感染症の起炎菌を推

定することは常在菌の混入などがあって困難であるが,

適切な検査材料から分離検索 し得た場合で も,グ ラム陽

性菌,グ ラム陰性菌,嫌 気性菌が混合 していることが多

い 。

NY-198は ピリドン酸系に属する新 しい合成抗菌剤で

あ り,組 織移行性 に優 れていることが報告 されてお

り1～3),その抗菌力は嫌気性菌を含むグラム陽性菌からグ

ラム陰性菌に対 しても優れた抗菌力を有する4)。特に感

染防御効果では同系統の薬剤に比較 して優れている2)。

今回,婦 人科領域の感染症13例 に対 しNY-198を 経 口

投与 した成績では,単 独菌感染および複数菌感例に対 し,

優 れた効果が認め ら礼 細菌学的効果は85.7%で あ っ

た。

治療効果は,子 宮溜膿腫2例 のうち,1例 が無効,バ ル

トリン腺膿瘍の2例 がやや有効であったが,有 効以上の

有効率は76.9%で あった。

副作用および臨検値の異常は全例で認められなかった。

以上NY-198は,女 性性器への移行性を考えあわせ る

と,産 婦人科領域の感染症に対 して,安 全で十分な効果

が得ら礼 有用性の高い薬剤と考えられる。
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We carried out a clinical study to evaluate the usefulness of NY-198 in 13 patients with female genital
infection (pyometra, pelvic peritonitis, wound infection of perineal laceration, wound infection after hyster-
ectory and Bartholin's abscess).

A daily dose of 300 to 600 mg of NY-198 was administered orally for 6-18 days.
Response was excellent in 2 cases, good in 8, fair in 2 and poor in 1 case. The efficacy rate was 76.9%. Neither

general side-effects nor abnormal laboratory findings were observed.
NY-198 showed satisfactory clinical efficacy in the treatment of obstetric and gynecological infections.


